
R7.10.8 白鳥ふれあい創造館 

令和７年度 議員としゃべろう 市民からの声 

グループ テーマ 市民から出た意見 

A 福祉 ・社協にはもっと現場(各事業所)に若い人を出してほしい。 

・福祉の現場に人がいない。 

・弱い人に優しいまちにしてほしい。 

・ミニデイサービス(要介護前のサービス)にもっと力を入れてほしい。 

・行政はお金を分配する役目から生み出す役目になった。 

行政 ・除雪には大変なお金がかかったと聞くが、地域のニーズを聞いているのか。不

要なところはやっていないか。 

・不祥事があったが、職員がストレスを受けていないか。環境の問題もある。人

手不足や合理化の中で大事なことが見失われていないか。力を発揮しやすい

場にしてほしい。 

・長鉄は、指定管理をするなど郡上だけで経営分離をする。橋とトンネルの改修

費がポイント。北部のほうが橋やトンネルは少ない。 

子育て・教育 ・学校統合はビジョンが見えない。これからの子育て世代がどこに行けばいいの

か分からない。 

・若い子が結婚しない。 

・結婚した後が問題。子育てや住むところなど不安。 

・引っ越し支援は使い勝手が悪い。物件が見当たらない。 

・中学無償化の中で他の消耗品や文化事業への予算が削減されているのでは

ないか。 

議会 ・議員定数は削減してほしい。報酬も上げる。 

・市長の提案を通しているだけに見える。議発をもっと出す。 

・(削減を)選挙公約にした議員も複数いるはずだ。 

・みんな同じ方向を向いているように見える。 

・議員はなにをやっているのか見えない。若い世代から見ると分からない。 

・議員と親しくなるといろいろ聞ける。 

・郡上には魅力があるのに地元の人はあまり関心がない。 

・移住者にもいろいろいて、地元になじまない人もいる。付き合い方が大事。 

 

 

 

 



R7.10.8 白鳥ふれあい創造館 

グループ テーマ 市民から出た意見 

B 福祉 ・高齢者の活用 

・世代間対立はダメ 

・給食費は若い人にプレッシャー 

・移動支援 

・敬老のお祝いのあり方 

・100 歳のお祝いのやり方 

・障がい者福祉、重度化対応 

行政 ・草刈り、木の伐採 

・結婚支援充実 

・白鳥中学校通学路の地元負担 

・議員はもっとイベントに参加 

子育て・教育 ・帰ってきたい郡上に 

・市民が大好きな郡上 

・給食費無償化のマイナス 

・学校の統合はよいことなのか 

・郡上の良さは 

・学校 エアコン 

・スクールバスに高校生を同乗 

議会 ・議員の資質 

・財政力を上げる工夫に議員も 

・身近な課題を 

・旧町村に議員１人 

・話を聞く機会を 

・定数は必要では 

・クオーター制導入は 

・長鉄 議会は 

・アンケートの結果発表して 

 

 

 

 

 



R7.10.8 白鳥ふれあい創造館 

グループ テーマ 市民から出た意見 

C 福祉 ・訪問介護 移動が多い  

処遇改善・物価高・燃料費高騰 

・高齢者が安心して暮らせる 若者も戻ってこられる 

・高齢者シェアハウス 郡上内２拠点 

    みんな(５～６人)でまとまって暮らす   週 1回実家へ 

・シニアクラブ 集まる場所がない、移動手段がない 

・デマンドバス シニアの移動手段ない 不便、ルートが決まっている 

・高齢者は若者の未来の姿  

行政 ・クマ情報 一括して情報発信（無線・メール） 

    白鳥公式ＬＩＮＥ 地域協議会助成 

    行政からタイムリーに情報がもらえるといい 

    回覧板はみる人がいない 

・共助→自助 アドバイスがないと自助ができない 

・高鷲地域 グループＬＩＮＥでなんでも情報が入る（クマ情報も） 

子育て・教育 ・多世代交流 廃校・保育園とお年寄り 

・公共ライドシェア オンデマンドバス 

・熱中症対策 下校時に水が飲める場所を 

・子ども１１０番 高齢者が多い・留守 子どもが飛び込めない 

・障がい者福祉 学校における教育 困難、親に教育 

・永遠のテーマ 差別はなくならない 

・特別支援 一緒に育つ接点がない  

・放課後デイ 障害のある子預けられるところがない 

           夏休み・冬休み預けられない 送迎大変 遠方 

議会 ・寄り添いながら市に伝えていく 

・きっかけを！ 一緒にやっていく 

 

 

 

 

 

 

 



R7.10.8 白鳥ふれあい創造館 

グループ テーマ 市民から出た意見 

D 福祉 ・病院・看護師などが充実したまちを作ってほしい 

・福祉の施設 重度の子が入所できる 

・若い人もグループホームがない 

・遠いところにしか入所できないので小さくていいから作ってほしい 

・郡上だけの特徴を持った福祉施設を 

行政 ・責任を持った仕事をしてほしい 

・市民課の仕事がきちんとできていないのでは 

・障がいのある子の保護者が集まれる機会を作ってもらえるといい 

・人がいない 魅力のある郡上市を作って 

・どうしたら郡上に集まってもらえるのか 切り口が分からない 

・市民が協力しなければいけないのでは 

・紙の削減 代替のものを示してほしい 

・時代に合ったツールを使えるようにしてほしい 

子育て・教育 ・小さいうちから帰ってこいよと植え付ける 

・学校統合 子どもが少ない 

・校長と教頭 一緒に転勤はやめてほしい 学校がパニックになる 

・食べ物は安全かどうかの確認 情報の選択がしやすいように 

・トイレを洋式に 

・給食費 払ってもいいので質を上げてほしい 

議会 ・議会のことが伝わりにくい 

・政務活動費は安くないか 

・市民が知りたいことを市が開示してほしい 

・指定管理をどこがやっているのか分からない 透明性がないのでオープンに 

・一般質問に対して議員の意見も言ってほしい 

・地方議員はオンブズマンになっているのであればそのことをオープンに 

 

 



R7.10.16 八幡防災センター 

令和７年度 議員としゃべろう 市民からの声 

グループ テーマ 市民から出た意見 

A 子育て・教育 ・図書館を減らしてどうするのか。 

・お金が無いからではなく、市民と一緒に考えてほしい。 

・進め方に問題があるような気がするので、夢や希望が持てるプランを考えてほ

しい。 

・本は出会い。図書館は学生の居場所だと思う。 

・分室にしかない本や資料をどうしていくのか。 

・小学校と公民館の融合なども考えるべきではないか。 

伝統芸能・お

どり・文化 

・役者のなり手不足が深刻。 

・とにかく人を集めることを考えてほしい。 

・市内外関係なく、性別や年齢とか多少ルールを変えてでも人を集める。 

・対策をしても集まらなくなるので、先のことも考え始めるべき。 

市政 ・人口問題が深刻。 

・クリーンセンターのごみ問題が気になる。災害時はどうするのか。回収やごみ

袋はどうするのか。自前で処理できなくなることへの不安はある。 

・今どうなっているのかが見えないので、もっと情報公開をしてほしい。 

高齢者・病

院 

・不妊治療・高齢出産の支援をしてほしい。 

・子どもができないカップルが意外と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R7.10.16 八幡防災センター 

グループ テーマ 市民から出た意見 

B 子育て・教育 ・市民病院では不妊治療ができないが、市内では不妊治療の方々が多くみえる

のを理解してほしい。 

・障がいのある子どもに対する放課後デイサービスがあるとありがたい。 

・子育て全般に対して、支援して働きかける体制がほしい。 

伝統芸能・お

どり・文化 

・神楽、歌舞伎を伝承している地域がたくさんあるが、厚い支援を。 

・観光資源をもっと PR してほしい。 

市政 ・外国人に対しては、ゴミ出しのルールを市や会社、地域から説明。また、防災の

ルール説明も行っている。 

高齢者・病

院 

・病院の今後が心配。なくなるのではないか。 

・窓口の対応が悪い。 

・医師に親身になって話を聞いてもらえない。 

・病院は維持してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R7.10.16 八幡防災センター 

グループ テーマ 市民から出た意見 

C 子育て・教育 ・発達障害・・・頼るところがない。 

・学校の統廃合を進める中で、小規模校だと大人数に馴染めない。 

早めに中学校から統合してほしい。 

・U ターンして働き口が見つかるような環境づくり→「仕事がない」という人が

減る。 

・働きたい場所を学生が探しに来るのではなく、企業が働く人を探しに行く日通

用がある。 

伝統芸能・お

どり・文化 

・郡上おどり保存会の会員が減少している。 

・高雄歌舞伎も家族三代で楽しくやれる。 

・各地域の祭りができないので、出たい人は誰でも出られるように。 

・郡上おどりの駐車場代が２,０００円というのは高すぎるのではないか。 

市政 ・放置人工林を自然林に戻してほしい。 

・水質、獣害問題も考えてほしい。 

・スモールサイジングを進めてほしい。自分の住む地域にあれこれほしいという

のではなく、市は最低限の施設を持って、あとは民間にやってもらえばいい。偕

楽園も民間に委託できないか。 

・自治会についてもターニングポイントに来ている。何らかの指針が必要なので

はないか。 

高齢者・病

院 

・最低限は保障されるべき。 

・食事は大切で、健康の源であるため、食事の大切さを伝えたい。 

・八幡病院と市民病院について、具体的に市として責任を持った情報を。 

・学生のうちに介護の対応ができるように教育してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



R7.10.16 八幡防災センター 

グループ テーマ 市民から出た意見 

D 子育て・教育 ・教育環境が良いと移住者が増加するので、そのように整備してほしい。 

・出産祝金、転居費の制度説明を詳しく。 

伝統芸能・お

どり・文化 

・祭りがきっかけで郡上に住む方も多くいる。 

・YouTube などでおどりをもっと紹介してほしい。 

市政 ・おむつのサブスクは必要ないよという意見もある。 

・リフト付きバスを走らせるなど、色々な支援をしてほしい。 

・ING や GUJOplus などを上手く活用してほしい。 

高齢者・病

院 

・在宅医療は使いにくさを感じる。 

・八幡病院と市民病院は上手く統合できるのか？ 

 

 


